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【手続補正書】
【提出日】平成24年12月27日(2012.12.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　非イネ禾穀類成長系および／または芝草成長系および／またはチモシー成長系および／
または牧草成長系において、単子葉、双子葉植物およびカヤツリグサ科の雑草の発芽およ
び成長を調節する方法であって、前記成長系の前記雑草または土壌に対して少なくとも１
種の除草薬剤を施用する工程を含み、
前記除草薬剤は前記雑草の成長を調節するのに有効であるが、非イネ禾穀類成長系の非イ
ネ禾穀類の、および／または芝草、牧草および／またはチモシー成長系の芝草、牧草およ
び／またはチモシーの成長を調節しない量のタキストミンである方法。
【請求項２】
　前記禾穀類が、小麦、ライ小麦、大麦、オート麦、ライ麦、トウモロコシ、モロコシ、
サトウキビまたは雑穀の少なくとも１つである、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　タキストミンが組成：
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【化１】

［式中、Ｒ１はメチルまたはＨであり、Ｒ２はヒドロキシまたはＨであり、Ｒ３はメチル
またはＨであり、Ｒ４はヒドロキシまたはＨであり、Ｒ５はヒドロキシまたはＨであり、
Ｒ６はヒドロキシまたはＨであり、およびこれらの組合せである。］を有する、請求項１
に記載の方法。
【請求項４】
　Ａｍｍａｎｉａ　ｓｐ．、Ａｌｉｓｍａ　ｐｌａｎｔａｇｏ－ａｑｕａｔｉｃａ、Ｃｙ
ｐｅｒｕｓ　ｓｐ．、Ｌｅｐｔｏｃｈｌｏａ　ｓｐ．からなる群から選択される単子葉、
双子葉植物およびカヤツリグサ科の雑草および水生雑草の成長を調節する方法であって、
前記雑草の成長を調節するのに有効な少なくとも２種の除草薬剤の量を、前記雑草または
土壌に対して施用する工程を含み、第１の除草薬剤はタキストミンであり、かつ、第２の
除草薬剤は化学除草剤またはバイオ除草剤である方法。
【請求項５】
　穀類の成長系において、前記単子葉、双子葉植物およびカヤツリグサ科の雑草が調節さ
れる、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　穀類成長系がイネ成長系である、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　第２の除草薬剤が、ジフルフェンゾピルおよびその塩、ジカンバおよびその塩、トプラ
メゾン、テンボトリオン、Ｓ－メトラクロール、アトラジン、メソトリオン、プリミスル
フロンメチル、２，４－ジクロロフェノキシ酢酸、ニコスルフロン、チフェンスルフロン
メチル、アスラム、メトリブジン、ジクロホップメチル、フルアジホップ、フェノキサプ
ロップ－ｐ－エチル、アスラム、オキシフルオルフェン、リムスルフロン、メコプロプお
よびキンクロラック、チオベンカルブ、クロマゾン、シハロホップ、プロパニル、ベンス
ルフロンメチル、ペノキススラム、トリクロピル、イマゼタピル、ハロスルフロンメチル
、ペンディメタリン、ビスピリバックナトリウム塩、カルフェントラゾンエチル、ナトリ
ウムベンタゾン／ナトリウムアシフルオルフェン、オルソスルファムロンからなる群から
選択される化学除草剤である、請求項４に記載の方法。
【請求項８】
　第２の除草薬剤が、丁子、シナモン、レモングラス、柑橘オイル、橙皮油、テントキシ
ン、コルネキシスチン、ＡＡＬ毒素、マヌカ、サルメンチン、モミラクトンＢ、ソルゴレ
オン、アスカウラトキシンおよびアスカウラトキシンアグリコンからなる群から選択され
るバイオ除草剤である、請求項４に記載の方法。
【請求項９】
　非イネ穀類成長系および／または芝草、牧草および／またはチモシー成長系において、
タキストミンである少なくとも１種の除草剤を含む、単子葉および／または双子葉植物お
よび／またはカヤツリグサ科の雑草の発芽または成長の調節に使用される組成物。
【請求項１０】
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　第１の除草剤がタキストミンであり、第２の除草剤がバイオ除草剤または化学除草剤で
ある、少なくとも２種の除草剤を含む除草剤組成物。
【請求項１１】
　前記組成物が補助剤、非イオン性界面活性剤、脂肪族アルコールおよび／または有機溶
媒をさらに含む、請求項１０に記載の組成物。
【請求項１２】
　非イネ穀類成長系においておよび／または芝草および／または牧草および／またはチモ
シー成長系において、単子葉および／または双子葉および／またはカヤツリグサ科の雑草
を調節するための除草剤の製剤における、少なくとも１種の除草薬剤の使用であって、少
なくとも１種の除草薬剤がタキストミンである、使用。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
　様々な参考文献が本明細書の全体にわたって引用され、それらの各々は、その全体が参
照によって本明細書に組み込まれる。
引用した参考文献：
Ｂｅａｕｓｅｊｏｕｒ、Ｊ．、Ｃ．Ｇｏｙｅｒら（１９９９）「培地を含有する植物抽出
物におけるＳｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｓｃａｂｉｅｓ菌株によるタキストミンＡの生産
」Ｃａｎ　Ｊ　Ｍｉｃｒｏｂｉｏｌ　４５：７６４－７６８．
Ｄｕｋｅ、Ｓ．Ｏ．、Ｓ．Ｒ．Ｂａｅｒｓｏｎら（２００３）「アメリカ農務省－Ａｇｒ
ｉｃｕｌｔｕｒａｌ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　有害生物管理のための天然産
物についての調査」Ｐｅｓｔ　Ｍａｎａｇ　Ｓｃｉ　５９：７０８－７１７．
Ｄｕｋｅ，Ｓ．Ｏ．、Ｆ．Ｅ．Ｄａｙａｎら（２０００）「除草剤の供給源としての天然
産物：現在の情勢および将来動向」Ｗｅｅｄ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ　４０：９９－１１１．
Ｆｒｙ，Ｂ．Ａ．およびＲ．Ｌｏｒｉａ（２００２）「タキストミンＡ：植物細胞壁標的
の証拠」Ｐｈｙｓｉｏｌｏｇｉｃａｌ　ａｎｄ　Ｍｏｌｅｃｕｌａｒ　Ｐｌａｎｔ　Ｐａ
ｔｈｏｌｏｇｙ　６０：１－８．
Ｇｅｒｗｉｃｋ，Ｂ．Ｃ．、Ｐ．Ｒ．Ｇｒａｕｐｎｅｒら（２００５）メバロン酸メチリ
デンおよび除草剤としてのそれらの使用　Ｕ．ｐ．７３９３８１２：１６．
Ｈｅａｌｙ，Ｆ．Ｇ．、Ｍ．Ｊ．Ｗａｃｈら（２０００）「植物病原体Ｓｔｒｅｐｔｏｍ
ｙｃｅｓ　ａｃｉｄｉｓｃａｂｉｅｓのｔｘｔＡＢ遺伝子は、植物毒タキストミンＡのｐ
ｒｏｄｃｕｔｉｏｎおよび病原性に対して必要なペプチド合成酵素をコードする」Ｍｏｌ
ｅｃｕｌａｒ　Ｍｉｃｒｏｂｉｏｌｏｇｙ　３８：７９４－８０４．
Ｈｉｌｔｕｎｅｎ，Ｌ．Ｈ．、Ｉ．Ｌａａｋｓｏら（２００６）「微小培養したジャガイ
モ苗条培養物の成長への、異なる組合せおよび濃度のタキストミンの影響」Ｊ　Ａｇｒｉ
ｃ　Ｆｏｏｄ　Ｃｈｅｍ　５４：３３７２－３３７９．
Ｈｏａｇｌａｎｄ，Ｒ．Ｅ．（２００１）「バイオ除草薬剤としての細菌の他感作用物質
および病原体」Ｗｅｅｄ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ　１５：８３５－８５７．
Ｋａｎｇ，Ｙ．、Ｓ．Ｓｅｍｏｎｅｓら（２００８）タキストミンおよびタキストミン組
成物を用いて藻を防除する方法（米国Ｎｏｖｏｚｙｍｅｓ　Ｂｉｏｌｏｇｉｃａｌｓ，Ｉ
ｎｃ）。
Ｋｉｎｇ，Ｒ．Ｒ．、Ｃ．Ｈ．Ｌａｗｒｅｎｃｅら（１９９２）「Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃ
ｅｓ　ｓｃａｂｉｅｓ、ジャガイモそうか病の病原体に伴う植物毒の化学」Ｊ．Ａｇｒｉ
ｃ．Ｆｏｏｄ　Ｃｈｅｍ　４０：８３４－８３７．
Ｋｉｎｇ，Ｒ．Ｒ．、Ｃ．Ｈ．Ｌａｗｒｅｎｃｅら（１９８９）「Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃ
ｅｓ　ｓｃａｂｉｅｓを伴う植物毒の単離および特性評価」Ｊｏｕｒｎａｌ　ｏｆ　ｔｈ
ｅ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｓｏｃｉｅｔｙ，Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏ
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ｎｓ　１３：８４９－８５０．
Ｋｉｎｇ、Ｒ．Ｒ、Ｃ．Ｈ．Ｌａｗｒｅｎｃｅら（２００３）「タキストミン植物毒の化
学（続）」Ｐｈｙｔｏｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　６４：１０９１－１０９６．
Ｋｉｎｇ、Ｒ．Ｒ、Ｃ．Ｈ．Ｌａｗｒｅｎｃｅら（２００１）「植物毒のタキストミン群
の除草剤特性」Ｊ　Ａｇｒｉｃ　Ｆｏｏｄ　Ｃｈｅｍ　４９：２２９８－２３０１．
Ｌｏｒｉａ，Ｒ．、Ｒ．Ａ．Ｂｕｋｈａｌｉｄら（１９９５）「インビトロの病原性Ｓｔ
ｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｓｐｅｃｉｅｓによるタキストミンの生産性の相違」Ｐｈｙｔｏ
ｐａｔｈｏｌｏｇｙ　８５：５３７－５４１．
　本発明は、以下の態様を包含する。
［１］
　非イネ禾穀類成長系および／または芝草成長系および／またはチモシー成長系および／
または牧草成長系において、単子葉、双子葉植物およびカヤツリグサ科の雑草の発芽およ
び成長を調節する方法であって、前記成長系の前記雑草または土壌に対して少なくとも１
種の除草薬剤を施用する工程を含み、
前記除草薬剤は前記雑草の成長を調節するのに有効であるが、非イネ禾穀類成長系の非イ
ネ禾穀類の、および／または芝草、牧草および／またはチモシー成長系の芝草、牧草およ
び／またはチモシーの成長を調節しない量のタキストミンである方法。
［２］
　前記禾穀類が、小麦、ライ小麦、大麦、オート麦、ライ麦、トウモロコシ、モロコシ、
サトウキビまたは雑穀の少なくとも１つである、上記［１］に記載の方法。
［３］
　前記芝草は、Ｆｅｓｔｕｃａ　ｓｐ．、Ｐｏａ　ｓｐ．、Ｂｒｏｍｕｓ　ｓｐ．、Ｌｏ
ｌｉｕｍ　ｓｐ．、Ａｇｒｏｓｔｉｓ　ｓｐ．、Ｚｏｙｓｉａ　ｓｐ．、Ｃｙｎｏｄｏｎ
　ｓｐからなる群から選択される、上記［３］に記載の方法。
［４］
　タキストミンが組成：
【化３】

［式中、Ｒ１はメチルまたはＨであり、Ｒ２はヒドロキシまたはＨであり、Ｒ３はメチル
またはＨであり、Ｒ４はヒドロキシまたはＨであり、Ｒ５はヒドロキシまたはＨであり、
Ｒ６はヒドロキシまたはＨであり、およびこれらの組合せである。］を有する、上記［１
］に記載の方法。
［５］
　雑草が、Ｃｈｅｎｏｐｏｄｉｕｍ　ａｌｂｕｍ、Ａｂｕｔｉｌｏｎ　ｔｈｅｏｐｈｒａ
ｓｔｉ、Ｈｅｌｉａｎｔｈｕｓ　ａｎｎｕｕｓ、Ａｍｂｒｏｓｉａ　ａｒｔｅｍｅｓｉｆ
ｏｌｉａ、Ａｍａｒａｎｔｈｕｓ　ｒｅｔｒｏｆｌｅｘｕｓ、Ｃｏｎｖｏｌｖｕｌｕｓ　
ａｒｖｅｎｓｉｓ、Ｂｒａｓｓｉｃａ　ｋａｂｅｒ、Ｔａｒａｘａｃｕｍ　ｏｆｆｉｃｉ
ｎａｌｅ、Ｓｏｌａｎｕｍ　ｎｉｇｒｕｍ、Ｍａｌｖａ　ｎｅｇｌｅｃｔ，、Ｓｅｔａｒ
ｉａ　ｌｕｔｅｓｃｅｎｓ、Ｂｒｏｍｕｓ　ｔｅｃｔｏｒｕｍ、Ｐｏａ　ａｎｎｕａ、Ｐ
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ｏａ　ｐｒａｔｅｎｓｉｓ、Ｌｏｌｉｕｍ　ｐｅｒｅｎｎｅ　Ｌ．ｖａｒ．Ｐａｃｅ、Ｆ
ｅｓｔｕｃａ　ａｒｕｎｄｉｎａｃｅａｅ　Ｓｃｈｒｅｂ．ｖａｒ．Ａｚｔｅｃ　ＩＩ、
Ａｎｔｈｅｍ　ＩＩ、ＬＳ１１００、Ｅｃｈｉｎｏｃｈｌｏａ　ｃｒｕｓ－ｇａｌｌｉ．
からなる群から選択される、上記［１］に記載の方法。
［６］
　Ａｍｍａｎｉａ　ｓｐ．、Ａｌｉｓｍａ　ｐｌａｎｔａｇｏ－ａｑｕａｔｉｃａ、Ｃｙ
ｐｅｒｕｓ　ｓｐ．、Ｌｅｐｔｏｃｈｌｏａ　ｓｐ．からなる群から選択される単子葉、
双子葉植物およびカヤツリグサ科の雑草および水生雑草の成長を調節する方法であって、
前記雑草の成長を調節するのに有効な少なくとも２種の除草薬剤の量を、前記雑草または
土壌に対して施用する工程を含み、第１の除草薬剤はタキストミンである方法。
［７］
　穀類の成長系において、前記単子葉、双子葉植物およびカヤツリグサ科の雑草が調節さ
れる、上記［６］に記載の方法。
［８］
　穀類成長系がイネ成長系である、上記［７］に記載の方法。
［９］
　前記第２の除草薬剤は化学除草剤またはバイオ除草剤である、上記［６］に記載の方法
。
［１０］
　第２の除草薬剤が、ジフルフェンゾピルおよびその塩、ジカンバおよびその塩、トプラ
メゾン、テンボトリオン、Ｓ－メトラクロール、アトラジン、メソトリオン、プリミスル
フロンメチル、２，４－ジクロロフェノキシ酢酸、ニコスルフロン、チフェンスルフロン
メチル、アスラム、メトリブジン、ジクロホップメチル、フルアジホップ、フェノキサプ
ロップ－ｐ－エチル、アスラム、オキシフルオルフェン、リムスルフロン、メコプロプお
よびキンクロラック、チオベンカルブ、クロマゾン、シハロホップ、プロパニル、ベンス
ルフロンメチル、ペノキススラム、トリクロピル、イマゼタピル、ハロスルフロンメチル
、ペンディメタリン、ビスピリバックナトリウム塩、カルフェントラゾンエチル、ナトリ
ウムベンタゾン／ナトリウムアシフルオルフェン、オルソスルファムロンからなる群から
選択される化学除草剤である、上記［６］に記載の方法。
［１１］
　第２の除草薬剤が、丁子、シナモン、レモングラス、柑橘オイル、橙皮油、テントキシ
ン、コルネキシスチン、ＡＡＬ毒素、マヌカ、サルメンチン、モミラクトンＢ、ソルゴレ
オン、アスカウラトキシンおよびアスカウラトキシンアグリコンからなる群から選択され
るバイオ除草剤である、上記［６］に記載の方法。
［１２］
　第１および第２の除草薬剤がローテーションで施される、上記［６］に記載の方法。
［１３］
　第１および第２の除草薬剤が一緒に施される、上記［６］に記載の方法。
［１４］
　非イネ穀類成長系および／または芝草、牧草および／またはチモシー成長系において、
タキストミンである少なくとも１種の除草剤を含む、単子葉および／または双子葉植物お
よび／またはカヤツリグサ科の雑草の発芽または成長の調節に使用される組成物。
［１５］
　第１の除草剤がタキストミンであり、第２の除草剤がバイオ除草剤または化学除草剤で
ある、少なくとも２種の除草剤を含む除草剤組成物。
［１６］
　前記組成物が補助剤、非イオン性界面活性剤および／または有機溶媒をさらに含む、上
記［１５］に記載の組成物。
［１７］
　前記組成物が非イオン性界面活性剤および／または脂肪族アルコールをさらに含む、上
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記［１５］に記載の組成物。
［１８］
　非イネ穀類成長系においておよび／または芝草および／または牧草および／またはチモ
シー成長系において、単子葉および／または双子葉および／またはカヤツリグサ科の雑草
を調節するための除草剤の製剤における、少なくとも１種の除草薬剤の使用であって、少
なくとも１種の除草薬剤がタキストミンである、使用。
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